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（和歌山県庁本館 2F）
TEL：073-441-2053　　FAX：073-433-1771
メール：e0313002@pref.wakayama.lg.jp
URL：http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/031300/npo/

和歌山県NPOサポートセンター
（和歌山ビッグ愛 9F）
TEL：073-435-5424　
FAX：073-435-5425
メール：info@wakayama-npo.jp
URL：http://www.wakayama-npo.jp

【受付時間】
火曜日～土曜日　 9:00 ～ 20:50
　　　　　　　　　（21:00 閉館）
日　曜　日　　　 9:00 ～ 17:30
【休館日】月曜日・祝祭日・
　年末年始（12/29 ～ 1/3）

NPO に関するご相談は

　和歌山県内でも珍しい、南向きに面した湾がある海南市下津
町大崎地区に、地域活性化を目的に活動を展開している「げん
き大崎」という団体があります。
　大崎地区は、天然の良港である大崎湾を軸に栄えた港町で、
主な産業は海運業、漁業、わかめ養殖業、柑橘類などの農業。年々
住民の高齢化や人口減少が進み、小学校統合問題も起こりまし
た。そこで、地区の役員や住民のみなさんが主体となって、
2008 年に地域おこしや活性化を目的とした団体「げんき大崎」
を発足させました。

補助金獲得を契機に活動をステップアップ
　発足当初から、地区の魅力を発見する古い写真展を企画した
り、夏まつりや秋まつりをサポートしたりと住民に寄り添った
活動を展開しています。資源ごみ回収事業などで運営資金をつ
くり、特産の養殖わかめの刈り取りや、夏のブルーベリー摘み
などの食体験イベントを企画実施してきました。
　イベントの際に提供するランチなどは、小学校の理科室や公
民館などで調理していたのですが、設備が不十分で、体験のた
びに加工場が欲しいとの声がたびたび上がっていました。

　そうするなか 2013 年
12 月に国の「過疎集落
等自立再生対策事業」
の補助金制度を知り、
急遽申請したところ見
事採択されました。そ
の後、地区内で関係者
と再三話し合いをおこ

ない、使われていない漁業組合所有の倉庫を借り受けて改修。
産品加工と販売ができる地域拠点「げんき大崎館 ‘かざまち’」
をオープンすることができました。
　また、かねてから行政に対して要望していた「地域おこし協
力隊」の派遣が 2016 年 10 月に実現し、スタッフ 1 名が「か

ざまち」の運営にも携わっています。

地域にとって欠かせない交流拠点へ
　「かざまち」は、天
候によって休みになる
日もありますが、毎週
土曜日の 10 時開店で
その日にとれた新鮮な
魚や野菜、会員のみな
さんが作る手作り総
菜、オリジナルの「か
ざまち揚げ」など地域の農水産加工物を販売しています。買っ
たお魚は加工代を払えば刺身などに加工してくれます。

　「かざまち」は、街までは
遠くて買物に行けないとい
う高齢者の無くてはならな
いお店として重要な役割を
果しています。開店前には、
地元の人と他地区から来ら
れた人たちで情報交換をし

たり、魚などの調理方法を教えあったり、「○○さん、元気かい」
等の声が飛び交う、地域住民の交流拠点となっています。
　また、げんき大崎では、外部講師を招いた交流会を開いたり、
研修をおこなったりと更なる地域発展のため日々研究されて
います。さらなる地域活性化や地産地消のオリジナル商品の
開発、カフェ運営など、課
題はまだまだ山積ですが、
げんき大崎のメンバーを中
心に、希望の星「地域おこ
し隊員」と住民が協力し、
さらなる発展を目指した活
動が続きます。

住民が主体になって地域づくりに挑む

げ ん き 大 崎
NO.29

T A K E  F R E E
橋本市市民活動サポートセンター
■相談日：原則毎月第 2・4水曜日の 10 時～ 16 時
■場所：橋本市保健福祉センター 2F
■相談予約電話番号：0736-33-0088　FAX　0736-33-0095
■対象：原則として橋本市内に拠点を置き活動中、または活動
しようとする団体

田辺市市民活動センター
■相談日：原則毎月第 2・4金曜日の 10 時半～ 17 時
■場　所：田辺市民総合センター 2F
■相談予約電話番号：0739-26-9833（FAX 同番号）
■対　象：田辺市を中心に紀南で活動中または活動しようとす
る団体

サポートセンターからのお知らせ

サポートセンターはがんばるNPOのみなさんを応援しています！

サポートセンター主催講座等のご案内

■ 田辺市・橋本市での出張相談について （要予約・無料）
　遠隔地等のため和歌山県NPOサポートセンターまでお越しいただくのが困難なみなさまのために、以下の 2カ所で毎月 2回ずつ
　出張相談を承っております。事前にご予約下さい。なお、1件あたりの相談時間は 1時間以内とさせていただいております。

■ NPO のためのデザイン無料相談のご案内
　毎月 1～ 2回、「NPOを応援するデザイナー」林田全弘さんによる「和歌山県内のNPOのためのデザイン無料相談」が開かれてい
ます。内容はNPO（法人格の有無は問いません）のデザイン全般。チラシ、リーフレット、ウェブサイトなど、媒体は問いません。
場所は JR 和歌山駅から徒歩 3分のわかやまNPOセンター事務所（みその商店街内）。開催日は月によって異なりますので、「わかや
まNPO広場」でご確認ください。1回につき 1団体限定のため、事前に和歌山県NPOサポートセンターまでメールでお申し込みく
ださい（info@wakayama-npo.jp）。折り返し、事前ヒアリングシートをお送りします。

■ NPO 出張相談・出張講座について
　県内のNPO・ボランティア団体、行政機関・社会福祉協議会、企業等を対象としたNPO出張相談・出張講座を承っています。
　概ね 5名以上のグループが対象となります。ご利用は無料ですが、会場の賃借料がかかる場合はご負担をお願いします。
　● 想定される主なテーマ　「NPOとはなに？」「NPO法人制度とは」「NPO法人の役員の役割」「NPO法人と事業報告」
　　「NPOと行政・企業との協働の基礎」などNPOにまつわる基礎的な内容。お気軽にお問い合わせ下さい。

■ 「わか愛愛」バックナンバーについて
　本紙「わか愛愛」の 2013 年 5月以降のバックナンバーは和歌山県NPOホームページ「わかやまNPO広場」に掲載しています。
　和歌山県NPOホームページ「わかやまNPO広場」ページの「情報紙バックナンバー」のリンクからどうぞ。

■わかやまNPOフェア 2017　3月 18 日（土）開催！
　講座も交流も課題発掘も 1 日でまるっとひとまとめ！ぜひご
参加ください。

【まなべるゾーン@和歌山ビッグ愛 9階会議室 B】
　10:00 ～ 11:30　NPO法人の年度末実務講座（資料代 300 円）
　13:00 ～ 14:30　助成金獲得講座（資料代 300 円）
　16:00 ～ 16:30　改正 NPO法解説（無料）
【つながるゾーン@和歌山ビッグ愛 9階会議室 A】
　13:30 ～ 16:30　NPO 活動展示コーナー、交流コーナー、活動
相談コーナー（入場無料）
【かんがえるゾーン@和歌山ビッグ愛 9階会議室 A】
　13:30 ～ 16:30　わかやま新報・和歌山を創る新聞「わかつく」

げんき大崎館「かざまち」
　〒649-0112　海南市下津町大崎 833-5　TEL:073-494-6233　http://genkioosaki.com/kazamachi/

NPO法人のみなさん、組合等登記令が改正されます
　組合等登記令が改正され、NPO 法人の資産の総額変更登記について、これまで「事業年度末から 2ヶ月以内」が期限となっていた
期限が、「事業年度末から 3ヶ月以内」に延長となりました。
　NPO 法人の資産の総額変更登記は、改正 NPO 法施行にともない、来年 10 月（予定）に廃止されることになっていますが、それま
では年度末日現在の資産総額の変更登記が必要になります。忘れずに登記をなさってください。
　なお、改正 NPO 法施行に伴う「資産の総額」変更登記の廃止と、新たに義務化される「貸借対照表の公告」については和歌山県
NPOホームページ「わかやまNPO広場」でもご紹介していますので、そちらもご参照ください。

全バックナンバー展示、和歌山の地域課題紹介（入場無料）
【参加者・出展団体募集！】
　まなべるゾーンでの各種講座へのご参加と、つながるゾーン
で活動展示をいただける団体を募集しています。
　活動展示では、パソコン等でのご紹介、活動の様子や成果品
の紹介などが可能ですが、大量の電力を消費する器具の使用、
ポスター掲示や調理、物品販売はできませんので、ご了承くだ
さい。

　お申込み・お問い合わせは和歌山県 NPO サポートセンターへ
どうぞ。

地域の祭りのお手伝いも地域の祭りのお手伝いも

倉庫を改装した「かざまち」倉庫を改装した「かざまち」

新鮮な魚を求めるみなさん新鮮な魚を求めるみなさん

巻きずしをみなさんの手で巻きずしをみなさんの手で



助成金 & 支援情報
NHK厚生文化事業団「わかば基金」
【応募資格】地域に根ざした福祉活動を行っているグループ（法人
格の有無は不問）
【助成対象】（1）支援金部門、（2）リサイクルパソコン部門、（3）
東日本大震災復興支援部門
【助成内容】（1）（3）1 団体あたり最高 100 万円（2）1 団体あたり
最高 3団体
【締　切】　3月 31 日（金）（必着）
【問い合わせ・申込み】　NHK厚生文化事業団（03-3476-5955）
【備　考】　ウェブサイトに募集要項と応募用紙が掲載されています
（https://www.npwo.or.jp/info/2791）。

地域活動団体への助成
【応募資格】身近な地域や暮らしの課題解決に取り組む地域活動団
体、もしくは全国の生活学校が連携して行う全国運動に参加する意
向のある団体
【助成内容】身近な地域や暮らしの様々な課題について、学び、調べ、
話し合い、他のグループとも協力し合いながら、実践活動のなかで
解決し、生活や地域や社会のあり方を変えていくという「生活学校」
の趣旨に賛同し活動に取り組む団体に年間 3万円を 2年間助成
【締　切】　3月 31 日（火）（必着）
【主　催】　公益財団法人あしたの日本を創る協会（03-5772-7201・
ashita@ashita.or.jp）。
【備　考】　申請書希望の方は上記アドレスにメールでお知らせくだ
さい。

イベント情報
リレー・フォー・ライフ・ジャパンわかやま 2017
【日時】　5月 13 日（土）12:00 ～ 14 日（日）13:00
【場所】　和歌山城砂の丸広場
【内容】　がん征圧とがん患者支援を図るための 24 時間チャリティ
ウォークイベント。① 自由にリレー参加、② 24 時間ラン参加、③ ス
テージでのパフォーマンス参加、④ ブース出展、⑤ 当日運営ボラン
ティア、⑥ 当日参加、の 6つの区分があります。
【参加費】　①～④は参加協力費負担あり（がん患者や経験者などは
免除あり。物品をレンタルする場合はレンタル費用が必要。詳細は

募集要項で）。
【締切】　①～⑤は 3月 31 日締切。4月 23 日に説明会あり。
【申込み・問い合わせ】　リレー・フォー・ライフ・ジャパン 2017
わかやま実行委員会（http://relayforlife.jp/wakayama/）
【備考】　各種募集要項、問い合わせフォームは上記ウェブサイトに
掲載されています。寄せられた参加協力金の一部は公益財団法人日
本対がん協会に寄附されます。

映画を奏でる音楽会 クラシック編
【日時】　3月 19 日（日）13:30 ～
【場所】　和歌山県立図書館メディア・アート・ホール
【出演】　音楽ユニット TRiCoLoRe（トリコロール）、池原衣美さん（日
本センチュリー交響楽団第二ヴァイオリン首席奏者）、末永真理さ
ん（日本センチュリー交響楽団チェロ奏者）ほか
【参加費】　大人前売 2,200 円・当日 2,700 円、ペア（2名）4,000 円（前
売のみ）、小・中・高・大・専門学生 1,000 円
【問い合わせ】　映画を奏でる音楽会実行委員会事務局（090-3281-
0969）

第 9回うちのにゃんこ写真コンテスト 2017
　ネコの写真を募集しています。4 月 8 日・9 日開催の「四季の郷
クラフトフェア in たけのこ祭」での来園者投票を経て入賞作品を
決定します。
【締切】　4月 1日（土）
【写真サイズ】　L判プリントに限ります（カラー・白黒は不問）。
【応募方法】　応募用紙に写真を貼り付けて、わかやま電鉄貴志川線
和歌山駅 9 番ホーム窓口（営業時間内）か伊太祈曽駅窓口（9 時～
17 時）に持参するか、〒640-0301 和歌山市木枕 27-1 山東まちづく
り会・うちにゃん写真 係へ送付。
【備考】　応募は 1人 3点まで。詳しい募集要項と応募用紙は山東ま
ちづくり会ウェブサイトから入手できます（http://sandomachikai.
kisyu-sando.com/）。
　入賞作品は貴志川線電車内に展示。なお、入賞の場合は写真の原
版もしくは電子データを事務局に預ける必要があります（写真原版
は後日返却あり）。

【イベント情報募集！】
　県内の NPO・ボランティア団体等が開催するイベント情報を和
歌山県NPOサポートセンターにお寄せください。情報ブログ・メー
ルマガジン等で発信いたします。

　これまで 5000 人を超える個人情報を扱う事業者が適用事業者となっていた個人情報保護法。今年 5月 30日より、
個人情報を扱うすべての事業者が同法の適用対象となります。
　NPO法人は 10 名以上の社員（正会員等）を有することからすべて対象になります。法人格を持たない団体であっ
ても、会員名簿を作成したり、イベント等の申込みを受け付けたり、など事業をおこなうために個人情報を扱うケー
スが多いと思われ、ほとんどの団体が同法の対象になるものと思われますので注意が必要です。

ご存知ですか？すべてのNPO法人、
ほとんどのボランティア団体が個人情報保護法の対象となります

個人情報とは？対象事業者とは？
　個人情報は「生存する個人に関する情報であって、
特定の個人を識別することができるもの」と定義され
ています。氏名や住所、生年月日、マイナンバーのほか、
旅券番号や免許証番号、ほかにも、他の情報と組み合
わせることで個人が特定できるものも含みます。
　そのような個人情報を紙面やパソコンなどで管理し
て、事業に活用していると個人情報保護法の対象者と
なります。

個人情報保護チェックリスト
　個人情報の保護にあたり注意すべき点はどのような点で
しょうか。個人情報保護委員会ではウェブサイトで 5 点の

チェックリストを公開しています。

（1）個人情報を取得する時は、何に使うか目的を決めて、

本人に伝える

　チラシなどに「いただいた個人情報は本事業の運営以外

の用途には用いません」などといった文言をご覧になった

方は多いのではないでしょうか。取得した個人情報の使途

を明確にする必要があります。

（2）取得した個人情報は、あらかじめ決めた目的以外のこ

とには使わない

　例えばイベント運営にしか使わないと定めた個人情報を、

勝手に会報誌の送付に使うといったことはできません。

（3）取得した個人情報は安全に管理する

　紙で情報を管理している場合は施錠できるロッカーなど

で保管すること、パソコンで管理している場合はウイルス

対策ソフトの導入やパソコン・ファイルにパスワードをか

けるなど、第三者に容易に個人情報を見られないように対

処しましょう。

（4）個人情報を他人に渡す際は、本人の同意を得る

　荷物の発送などのように一部業務を委託するのが明らか

な場合、災害時など人命や財産保護のために必要な場合、

法令に基づく場合などは対象外となります。

（5）本人からの「個人情報の開示請求」には応じる

　保有している個人情報について本人から開示や訂正等の

要求があった場合は対応する必要があります。

今すぐにでもできること
　まず組織内で、個人情報を誰がどのような形で集め

新規認証 NPO 法人 紹介コーナー 2016 年 10 月～ 2017 年 1月に認証された団体です

◎one-s future（紀の川市）
　2016 年 10 月 31 日認証　代表者　上田頼飛
　E-mail　staff@ones-future.com
　URL　http://www.ones-future.com/
　デフバスケットボール（聴覚障害）の支援を中心に、聴覚障害
者から学んだコミュニケーションの大切さを生かし、講演活動や
社会貢献事業をおこなっている。理事長の上田頼飛はデフバス
ケットボール男子日本代表監督と紀の川市で僧侶の 2 足のわらじ
をはきながら、地域創生事業にも取り組んでいる。お気軽にお問
い合わせください。
◎湯浅創生未来塾（湯浅町）
　2016 年 12 月 8日認証　代表者　大和杉新

◎湯浅マリンの会（太地町）
　2017 年 1月 16 日認証　代表者　藪野　潔
※ 前号発行後以降、和歌山県内で新しく設立認証を受けた
NPO法人の情報をお届けしています。

ているか、そしてその保管方法がどのような形でおこ
なわれているかを確認しましょう。
　次に、個人情報の取得と保護、そして廃棄のルール
を定めましょう。
　例えば、イベントや講座などの参加申込みを受け付
ける場合、どういった事柄を聞いていますか。氏名・
連絡先は、受付時や連絡を取るために必要になりそう
ですが、住所を聞く場合、その住所に何か送付する物
があれば別ですが、仮にどの地域からの参加者が多い
かを見るだけなら市町村名まででいいかもしれません
ね。できるだけ少ない項目に留めるのもポイントです。

　また取得した個人情報をいつまで保管するか、とい
うのも考えておきましょう。原則は不要となった際に
ただちに削除するというのがルールです。例えば紙で
入会申込みをいただいた場合は、電子データにしてパ
スワードで保護し、紙は破棄すると物理的な量を減ら
すことができます。イベント参加者名簿なども、後日
なんらかのアプローチをするのでなければ、個人が特
定できないようなデータ（男性●名・女性●名、●歳
代 5 名…など）にまとめて、名簿は破棄する、という
形も有効でしょう。
　また、破棄の際はそのままゴミ箱へ、ではなく、紙
の場合はシュレッダーで裁断するなど、物理的に見ら
れなくする措置をとりましょう。

●●講座 申込用紙
お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　
緊急連絡先　　　　　　　　　　　　　　　　
お住まい（市町村名まで）　　　　　　　　　  
当団体メールマガジンをご希望の方はアドレスをご記入ください　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
いただいた個人情報は本事業の運営のみに用い、他の用途には使いません。

個人情報が含まれる紙の廃棄はゴミ箱ではなくシュレッダーで！個人情報が含まれる紙の廃棄はゴミ箱ではなくシュレッダーで！


